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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクジェット記録用水系インクを用いて記録媒体に記録するインクジェット記録方法
であって、該水系インクが、２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオ
ール、３，６－ジメチル－４－オクチン－３，６－ジオール、及び２，５－ジメチル－３
－ヘキシン－２，５－ジオールから選ばれる１種又は２種以上のアセチレングリコール（
Ａ）と、ノニオン性界面活性剤（Ｂ）、顔料及び水とを含有し、
ノニオン性界面活性剤（Ｂ）が、下記一般式（１）で表される化合物であり、
（Ａ）成分の含有量が水系インク中、１．０質量％以上３．０質量％以下であり、（Ａ）
成分に対する（Ｂ）成分の質量比［（Ｂ）／（Ａ）］が１以上３以下であり、
該記録媒体の純水との接触時間１００ｍ秒における吸水量が、０ｇ／ｍ２以上１０ｇ／ｍ
２以下である、インクジェット記録方法。
　　ＲＯ－［（ＥＯ）ｍ／（ＰＯ）ｎ］－Ｈ　　　（１）
（Ｒは炭素数６以上３０以下の炭化水素基を示し、ＥＯはエチレンオキシ基を示し、ＰＯ
はプロピレンオキシ基を示す。ｍ及びｎはそれぞれエチレンオキシ基の平均付加モル数及
びプロピレンオキシ基の平均付加モル数を示し、ｍは４～１００、ｎは０である。）
【請求項２】
　ノニオン性界面活性剤（Ｂ）の含有量が１．０質量％以上、９．０質量％以下である、
請求項１に記載のインクジェット記録方法。
【請求項３】
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　顔料が、自己分散型顔料、分散剤で分散された顔料又は顔料を含有する水不溶性ポリマ
ー粒子として、水系インク中に含有される、請求項１又は２に記載のインクジェット記録
方法。
【請求項４】
　顔料が、顔料を含有する水不溶性ポリマー粒子として、水系インクに含有される、請求
項１～３のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項５】
　インクジェット記録用水系インクの３２℃における粘度が、２．０ｍＰａ・ｓ以上、１
２ｍＰａ・ｓ以下である、請求項１～４のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項６】
　インクジェット記録用水系インクの表面張力が、２５．０ｍＮ／ｍ以上、３０．０ｍＮ
／ｍ以下である、請求項１～５のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項７】
　顔料を含有するインクジェット記録用水系インクを充填した容器を、インク飛翔手段を
有するインクジェット記録装置に装着し、純水との接触時間１００ｍ秒における吸水量が
０ｇ／ｍ２以上１０ｇ／ｍ２以下である記録媒体に、インクを飛翔させ印字する画像形成
方法であって、該水系インクが、２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－
ジオール、３，６－ジメチル－４－オクチン－３，６－ジオール、及び２，５－ジメチル
－３－ヘキシン－２，５－ジオールから選ばれる１種又は２種以上のアセチレングリコー
ル（Ａ）とノニオン性界面活性剤（Ｂ）を含有し、
ノニオン性界面活性剤（Ｂ）が、下記一般式（１）で表される化合物であり、
（Ａ）成分の含有量が水系インク中、１．０質量％以上３．０質量％以下であり、（Ａ）
成分に対する（Ｂ）成分の質量比［（Ｂ）／（Ａ）］が１以上３以下である、画像形成方
法。
　　ＲＯ－［（ＥＯ）ｍ／（ＰＯ）ｎ］－Ｈ　　　（１）
（Ｒは炭素数６以上３０以下の炭化水素基を示し、ＥＯはエチレンオキシ基を示し、ＰＯ
はプロピレンオキシ基を示す。ｍ及びｎはそれぞれエチレンオキシ基の平均付加モル数及
びプロピレンオキシ基の平均付加モル数を示し、ｍは４～１００、ｎは０である。）
【請求項８】
　ノニオン性界面活性剤（Ｂ）の含有量が１．０質量％以上、９．０質量％以下である、
請求項７に記載の画像形成方法。
【請求項９】
　顔料が、自己分散型顔料、分散剤で分散された顔料、又は顔料を含有する水不溶性ポリ
マー粒子として、水系インク中に含有される、請求項７又は８に記載の画像形成方法。
【請求項１０】
　顔料が、顔料を含有する水不溶性ポリマー粒子として、水系インクに含有される、請求
項７～９のいずれかに記載の画像形成方法。
【請求項１１】
　インクジェット記録用水系インクの３２℃における粘度が、２．０ｍＰａ・ｓ以上、１
２ｍＰａ・ｓ以下である、請求項７～１０のいずれかに記載の画像形成方法。
【請求項１２】
　インクジェット記録用水系インクの表面張力が、２５．０ｍＮ／ｍ以上、３０．０ｍＮ
／ｍ以下である、請求項７～１１のいずれかに記載の画像形成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット記録方法、インクジェット記録用水系インク、及び該水系イ
ンクを用いる画像形成方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　インクジェット記録方式は、非常に微細なノズルからインク液滴を記録媒体に直接吐出
し、付着させて、文字や画像を得る記録方式である。この方式は、フルカラー化が容易で
、かつ安価であり、記録媒体として普通紙が使用可能、被印字物に対して非接触、という
数多くの利点があるため普及が著しい。
　最近では、印刷物に耐候性や耐水性を付与するために、着色成分として顔料を用いるイ
ンクが広く用いられている。
　また一方で、オフセットコート紙のような低吸液性のコート紙、又はポリ塩化ビニル樹
脂、ポリプロピレン樹脂、ポリエステル樹脂等の非吸液性樹脂のフィルムを用いた商業印
刷向けの記録媒体への印刷が求められている。
　これら低吸収性、非吸収性の記録媒体上にインクジェット記録方法で印字を行った場合
、液体成分の吸収が遅い、又は吸収されないため乾燥に時間がかかり印字初期の擦過性が
劣ることが知られている。また紙内に顔料が浸透する普通紙とは異なり、低吸収性、非吸
収性の記録媒体は顔料粒子が紙上に上残りし、直接外力を受けるために乾燥後の耐擦過性
も劣ることが知られている。
【０００３】
　これらの課題を解決するために、インク吸液層を有する記録媒体を用いるインクジェッ
ト記録方法が提案されている。
　例えば、特許文献１には、顔料を含有する塗工層を塗布してなるメディアに印字するイ
ンクジェット記録方法であって、メディアの前記塗工層を有する面への純水の転移量、及
び塗工層を有する紙面ｐＨが特定範囲にあるメディアに対し、粒子状の色材とエマルジョ
ン樹脂及び界面活性剤を含有するｐＨ８以上のインクを用いて印字するインクジェット記
録方法が開示されている。また、乾燥装置を備えた記録装置が提案されている。
　しかし、記録媒体や記録装置からの改善は、コストや消費電力等の観点で課題があり、
インク組成からの改善が求められている。
【０００４】
　特許文献２には、着色顔料を、顔料分散剤及び／又は非水溶性樹脂、並びに溶媒からな
る混合溶液で分散して、非水性顔料分散液を製造した後、前記非水溶性樹脂を混合して非
水性顔料インクを製造し、前記インクに乳化剤と水を混合して乳化分散する水性顔料イン
ク組成物の製造方法が開示されており、得られた水性顔料インク組成物は貯蔵安定性、印
字物の密着性、耐水性等に優れると記載されている。
　特許文献３には、着色剤を包含した水不溶性分散樹脂からなる色材分散体、アセチレン
グリコール又はそのエーテル誘導体、Ｃ１～Ｃ５の１価アルコール化合物、及び保湿剤を
含んでなる水性インク組成物であって、前記アルコール及び保湿剤とアセチレングリコー
ル等が相互溶解する組み合わせを含んでいる水性インク組成物、及びそれを用いるインク
ジェット記録方法が開示されており、保存安定性と吐出安定性が両立できると記載されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－２６０２７９号公報
【特許文献２】特開２００７－１３８１２９号公報
【特許文献３】特開２００５－１５４５４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１～３に記載の技術は、水系インクの濁りや印字物の色む
ら抑制の点において満足し得るものではない。例えば、アセチレングリコールは水系イン
クの濡れ広がり性を向上させるが、低吸収性、非吸収性の記録媒体に印字した際には水系
インクの濡れ広がり性が不十分であり、色むらが生じ易い。一方で、濡れ性をより高めよ
うとしてアセチレングリコールの水系インクへの含有量を多くすると、アセチレングリコ



(4) JP 6228443 B2 2017.11.8

10

20

30

40

50

ールの水系インクへの溶解性が劣るため、水系インクが濁り、また、濡れ広がり性も改善
しないという問題がある。
　本発明は、インクの濁りがなく、低吸水性の記録媒体に印字した際の色むらの抑制に優
れるインクジェット記録用水系インク、及び該水系インクを用いた低吸水性の記録媒体へ
のインクジェット記録方法を提供することを課題とする。
　なお、本発明において、「低吸水性」とは、低吸収性、非吸収性を含む概念である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、特定のアセチレングリコール（Ａ）とノニオン性界面活性剤（Ｂ）とを
含有する水系インクに着目し、（Ａ）成分の量と、［（Ｂ）／（Ａ）］の質量比を特定範
囲とすることにより、前記課題を解決しうることを見出した。
　すなわち、本発明は、次の［１］～［３］に関する。
［１］インクジェット記録用水系インクを用いて記録媒体に記録するインクジェット記録
方法であって、該水系インクが、２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－
ジオール、３，６－ジメチル－４－オクチン－３，６－ジオール、及び２，５－ジメチル
－３－ヘキシン－２，５－ジオールから選ばれる１種又は２種以上のアセチレングリコー
ル（Ａ）と、ノニオン性界面活性剤（Ｂ）、顔料及び水とを含有し、
（Ａ）成分の含有量が水系インク中、１．０質量％以上３．０質量％以下であり、（Ａ）
成分に対する（Ｂ）成分の質量比［（Ｂ）／（Ａ）］が１以上３以下であり、
該記録媒体の純水との接触時間１００ｍ秒における吸水量が、０ｇ／ｍ2以上１０ｇ／ｍ2

以下である、インクジェット記録方法。
［２］顔料を含有するインクジェット記録用水系インクであって、２，４，７，９－テト
ラメチル－５－デシン－４，７－ジオール、３，６－ジメチル－４－オクチン－３，６－
ジオール、及び２，５－ジメチル－３－ヘキシン－２，５－ジオールから選ばれる１種又
は２種以上のアセチレングリコール（Ａ）と、ノニオン性界面活性剤（Ｂ）とを含有し、
（Ａ）成分の含有量が水系インク中、１．０質量％以上３．０質量％以下であり、（Ａ）
成分に対する（Ｂ）成分の質量比［（Ｂ）／（Ａ）］が１以上３以下である、インクジェ
ット記録用水系インク。
［３］前記［２］に記載のインクジェット記録用水系インクを入れた容器を、インク飛翔
手段を有するインクジェット記録装置に装着し、純水との接触時間１００ｍ秒における吸
水量が０ｇ／ｍ2以上１０ｇ／ｍ2以下である記録媒体に、インクを飛翔させ印字する画像
形成方法。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、インクの濁りがなく、低吸水性の記録媒体に印字した際の色むらの抑
制に優れ、保存安定性、吐出性にも優れるインクジェット記録用水系インク、及び該水系
インクを用いた低吸水性の記録媒体へのインクジェット記録方法を提供することができる
。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
［インクジェット記録用水系インク］
　本発明のインクジェット記録用水系インクは、顔料を含有するインクジェット記録用水
系インクであって、２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオール、３
，６－ジメチル－４－オクチン－３，６－ジオール、及び２，５－ジメチル－３－ヘキシ
ン－２，５－ジオールから選ばれる１種又は２種以上のアセチレングリコール（Ａ）（以
下、単に「アセチレングリコール（Ａ）」又は「（Ａ）成分」ともいう）と、ノニオン性
界面活性剤（Ｂ）（以下、「（Ｂ）成分」ともいう）とを含有し、（Ａ）成分の含有量が
水系インク中、１．０質量％以上３．０質量％以下であり、（Ａ）成分に対する（Ｂ）成
分の質量比［（Ｂ）／（Ａ）］が１以上３以下であることを特徴とする。
【００１０】
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　本発明のインクジェット記録用水系インクは、インクの濁りがなく、低吸水性の記録媒
体に印字した際の色むらの抑制に優れる効果を奏する。その理由は定かではないが、以下
のように考えられる。
　アセチレングリコール（Ａ）に対してノニオン性界面活性剤（Ｂ）を質量比１以上で含
有させることにより、アセチレングリコール（Ａ）とノニオン性界面活性剤（Ｂ）との複
合化作用により、アセチレングリコール（Ａ）の含有量が１質量％以上であっても、イン
クに濁りが生じず、低吸水性の記録媒体に印字した際に色むらを抑制することができる。
しかし、アセチレングリコール（Ａ）の含有量が３．０質量％を超えると、水系インクの
粘度や吐出性、濡れ広がり性に影響を与え、低吸水性の記録媒体に印字した際に色むらを
十分に抑制することが困難になる。また、前記質量比が高い場合も、アセチレングリコー
ル（Ａ）と相互作用しない、すなわち、アセチレングリコール（Ａ）のインクへの溶解性
に寄与しない過剰分のノニオン性界面活性剤（Ｂ）が水系インクの粘度や吐出性、濡れ広
がり性に影響を与え、低吸水性の記録媒体に印字した際に色むらを十分に抑制することが
困難になるためと考えられる。
【００１１】
＜インクジェット記録用水系インク＞
　本発明のインクジェット記録用水系インクは、顔料を含有し、２，４，７，９－テトラ
メチル－５－デシン－４，７－ジオール、３，６－ジメチル－４－オクチン－３，６－ジ
オール、及び２，５－ジメチル－３－ヘキシン－２，５－ジオールから選ばれる１種又は
２種以上のアセチレングリコール（Ａ）と、ノニオン性界面活性剤（Ｂ）とを含有する。
　なお、「水系」とは、インクに含有される媒体中で、水が最大割合を占めていることを
意味するものであり、媒体が水のみの場合もあり、水と一種以上の有機溶媒との混合溶媒
の場合も含まれる。
【００１２】
［アセチレングリコール（Ａ）］
　（Ａ）成分である２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオール、３
，６－ジメチル－４－オクチン－３，６－ジオール、及び２，５－ジメチル－３－ヘキシ
ン－２，５－ジオールから選ばれる１種又は２種以上のアセチレングリコールは、水系イ
ンクの濡れ広がり性を向上させ、低吸水性の記録媒体に印字した際の色むらを抑制するた
めに用いられる。
　これらの中では、水系インクの濡れ広がり性を向上させ、低吸水性の記録媒体に印字し
た際の色むらを抑制する観点から、２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７
－ジオールが好ましい。
【００１３】
　２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオール、３，６－ジメチル－
４－オクチン－３，６－ジオール、及び２，５－ジメチル－３－ヘキシン－２，５－ジオ
ールは、アセチレンと、目的とするアセチレングリコールに対応するケトン又はアルデヒ
ドとを反応させることにより合成することができ、例えば藤本武彦著、全訂版「新・界面
活性剤入門」（三洋化成工業株式会社出版、１９９２年）９４頁～１０７頁等に記載の方
法で得ることができる。
　また、（Ａ）成分の市販品としては、日信化学工業株式会社及びAir Products & Chemi
cals社のサーフィノール１０４ＰＧ－５０、１０４Ｅ、１０４Ｈ、１０４Ａ等が挙げられ
る。
【００１４】
　（Ａ）成分の含有量は、水系インクの濡れ広がり性を向上させ、低吸水性の記録媒体に
印字した際の色むらを抑制する観点から、水系インク中、１．０質量％以上３．０質量％
以下である。（Ａ）成分の含有量は、上記と同様の観点から、好ましくは１．２質量％以
上、より好ましくは１．３質量％以上である。
　また、（Ａ）成分の含有量は、水系インクの吐出性を向上させ、低吸水性の記録媒体に
印字した際の色むらを抑制する観点、及びインクの保存安定性を向上させる観点から、好



(6) JP 6228443 B2 2017.11.8

10

20

30

40

50

ましくは２．５質量％以下、より好ましくは２．０質量％以下、更に好ましくは１．８質
量％以下である。
【００１５】
［ノニオン性界面活性剤（Ｂ）］
　（Ｂ）成分であるノニオン性界面活性剤は、（Ａ）成分の水系インクへの溶解性を向上
させ、インクの濁りを抑制するために用いられる。
　（Ｂ）成分としては、ポリエチレングリコール型ノニオン性界面活性剤、多価アルコー
ル型ノニオン性界面活性剤、脂肪酸アルカノールアミド等が挙げられる。
【００１６】
　（Ｂ）成分としては、（Ａ）成分の水系インクへの溶解性を向上させ、インクの濁りを
抑制する観点、及び低吸水性の記録媒体に印字した際の色むらを抑制する観点から、炭素
数が６以上３０以下のアルコールのアルキレンオキシド付加物が好ましい。
　アルコールの炭素数は、上記と同様の観点から、好ましくは８以上、より好ましくは１
０以上、更に好ましくは１２以上であり、また、好ましくは２４以下、より好ましくは２
２以下、更に好ましくは２０以下である。
　アルキレンオキシド付加物としては、上記と同様の観点から、エチレンオキシド付加物
、エチレンオキシドとプロピレンオキシドの付加物が好ましく、エチレンオキシドの付加
物が好ましい。
【００１７】
　（Ｂ）成分としては、上記と同様の観点から、下記式（１）で示される化合物が更に好
ましい。
　　ＲＯ－［（ＥＯ）ｍ／（ＰＯ）ｎ］－Ｈ　　　（１）
（Ｒは炭素数６以上３０以下の炭化水素基を示し、ＥＯはエチレンオキシ基を示し、ＰＯ
はプロピレンオキシ基を示す。ｍ及びｎはそれぞれエチレンオキシ基の平均付加モル数及
びプロピレンオキシ基の平均付加モル数を示し、ｍは４～１００、ｎは０～５０であり、
ｍとｎの合計は４～１２０である。“／”はＥＯとＰＯがランダムでもブロックでもよい
ことを示し、ＥＯとＰＯの付加順序は問わない。）
【００１８】
　Ｒである炭化水素基の炭素数は、（Ａ）成分の水系インクへの溶解性を向上させ、イン
クの濁りを抑制する観点、及び低吸水性の記録媒体に印字した際の色むらを抑制する観点
から、好ましくは８以上、より好ましくは１０以上、更に好ましくは１２以上であり、ま
た、好ましくは２４以下、より好ましくは２２以下、更に好ましくは２０以下である。
　前記の炭化水素基は、上記と同様の観点から、直鎖又は分岐のアルキル基又はアルケニ
ル基が好ましく、直鎖のアルキル基又はアルケニル基が好ましい。
　炭素数６以上３０以下の炭化水素基としては、ｎ－ヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、ｎ－
オクチル基、２－エチルヘキシル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、２－プロピルヘプチ
ル基、ラウリル基、ミリスチル基、パルミチル基、ステアリル基、オレイル基、２－オク
チルデシル基、ベヘニル基等が挙げられ、ラウリル基、ミリスチル基、パルミチル基、ス
テアリル基、オレイル基、２－オクチルデシル基、ベヘニル基が好ましい。
【００１９】
　エチレンオキシ基の平均付加モル数ｍは４～１００であり、（Ａ）成分の水系インクへ
の溶解性を向上させ、インクの濁りを抑制する観点、及び低吸水性の記録媒体に印字した
際の色むらを抑制する観点から、好ましくは６以上、より好ましくは８以上、更に好まし
くは１０以上であり、好ましくは８０以下、より好ましくは７０以下、更に好ましくは６
０以下である。
　プロピレンオキシ基の平均付加モル数ｎは０～５０であり、ｎは、（Ａ）成分の水系イ
ンクへの溶解性を向上させ、インクの濁りを抑制する観点及び低吸水性の記録媒体に印字
した際の色むらを抑制する観点から、好ましくは４０以下であり、より好ましくは３０以
下であり、更に好ましくは２０以下である。
　ｍとｎの合計量は４～１２０であり、上記と同様の観点から、好ましくは６以上、より
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好ましくは８以上、更に好ましくは１０以上であり、好ましくは８０以下、より好ましく
は７０以下、更に好ましくは６０以下である。
　ｎが２以上の場合、式（１）の化合物は、ブロック体でもランダム体でもよい。ブロッ
ク体の場合、ヒドロキシ基側がオキシエチレン鎖、すなわち、ＲＯ－(ＰＯ)(ＥＯ)－Ｈで
あることが好ましい。
　また、ブロック体の場合、ＲＯ－（ＥＯ）（ＰＯ）（ＥＯ）－Ｈのトリブロック体であ
ってもよい。
【００２０】
　（Ｂ）成分の含有量は、（Ａ）成分の水系インクへの溶解性を向上させ、インクの濁り
を抑制する観点、及び低吸水性の記録媒体に印字した際の色むらを抑制する観点から、好
ましくは１．０質量％以上、より好ましくは１．５質量％以上、更に好ましくは２．０質
量％以上、更に好ましくは２．５質量％以上である。また、（Ｂ）成分の含有量は、水系
インクの吐出性を向上させ、低吸水性の記録媒体に印字した際の色むらを抑制する観点、
及びインクの保存安定性を向上させる観点から、好ましくは９．０質量％以下、より好ま
しくは６．０質量％以下、更に好ましくは５．０質量％以下、更に好ましくは４．５質量
％以下、更に好ましくは４．０質量％以下である。
【００２１】
［（Ａ）成分に対する（Ｂ）成分の質量比］
　（Ａ）成分に対するＢ成分の質量比［（Ｂ）／（Ａ）成分］は、（Ａ）成分の水系イン
クへの溶解性を向上させ、インクの濁りを抑制する観点、低吸水性の記録媒体に印字した
際の色むらを抑制する観点、及び水系インクの吐出性、保存安定性を向上させる観点から
、１以上３以下である。
　［（Ｂ）／（Ａ）］は、（Ａ）成分の水系インクへの溶解性を向上させ、インクの濁り
を抑制する観点、低吸水性の記録媒体に印字した際の色むらを抑制する観点から、好まし
くは１．２以上、より好ましくは１．５以上、更に好ましくは１．８以上であり、水系イ
ンクの吐出性を向上させ、低吸水性の記録媒体に印字した際の色むらを抑制する観点、及
びインクの保存安定性を向上させる観点から、好ましくは２．８以下、より好ましくは２
．５以下、更に好ましくは２．２以下である。
【００２２】
［顔料］
　本発明の水系インクは、印字物の耐水性、耐候性を向上させる観点から、着色剤として
、顔料を用いる。
　顔料は、無機顔料及び有機顔料のいずれであってもよい。また、必要に応じて、それら
と体質顔料を併用することもできる。
　無機顔料としては、例えば、カーボンブラック、金属酸化物等が挙げられ、特に黒色イ
ンクにおいては、カーボンブラックが好ましい。カーボンブラックとしては、ファーネス
ブラック、サーマルランプブラック、アセチレンブラック、チャンネルブラック等が挙げ
られる。
　有機顔料の具体例としては、アゾ顔料、ジアゾ顔料、フタロシアニン顔料、キナクリド
ン顔料、イソインドリノン顔料、ジオキサジン顔料、ペリレン顔料、ペリノン顔料、チオ
インジゴ顔料、アントラキノン顔料、キノフタロン顔料等が挙げられる。
　色相は特に限定されず、イエロー、マゼンタ、シアン、ブルー、レッド、オレンジ、グ
リーン等の有彩色顔料をいずれも用いることができる。
　好ましい有機顔料の具体例としては、Ｃ．Ｉ．ピグメント・イエロー、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ント・レッド、Ｃ．Ｉ．ピグメント・オレンジ、Ｃ．Ｉ．ピグメント・バイオレット、Ｃ
．Ｉ．ピグメント・ブルー、及びＣ．Ｉ．ピグメント・グリーンからなる群から選ばれる
１種以上の各品番製品が挙げられる。
【００２３】
　顔料は、水系インク中に、自己分散型顔料、分散剤で分散された顔料、又は顔料を含有
する水不溶性ポリマー粒子として含有される。
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　水系インクの低吸水性の記録媒体への定着強度を向上させる観点から、顔料を含有する
水不溶性ポリマー粒子（以下、「顔料含有ポリマー粒子」ともいう）として含有されるこ
とが好ましい。
【００２４】
［顔料を含有する水不溶性ポリマー粒子（顔料含有ポリマー粒子）］
（水不溶性ポリマー）
　水不溶性ポリマー（以下、「（ｃ）成分」ともいう）とは、１０５℃で２時間乾燥させ
、恒量に達したポリマーを、２５℃の水１００ｇに溶解させたときに、その溶解量が１０
ｇ以下であるポリマーをいい、その溶解量は好ましくは５ｇ以下、より好ましくは１ｇ以
下である。アニオン性ポリマーの場合、溶解量は、ポリマーのアニオン性基を水酸化ナト
リウムで１００％中和した時の溶解量である。
　用いられるポリマーとしては、ポリエステル、ポリウレタン、ビニル系ポリマー等が挙
げられるが、水系インクの保存安定性を向上させる観点から、ビニル単量体（ビニル化合
物、ビニリデン化合物、ビニレン化合物）の付加重合により得られるビニル系ポリマーが
好ましい。
【００２５】
　ビニル系ポリマーとしては、（ｃ－１）イオン性モノマー（以下「（ｃ－１）成分」と
もいう）と、（ｃ－２）疎水性モノマー（以下「（ｃ－２）成分」ともいう）とを含むモ
ノマー混合物（以下、単に「モノマー混合物」ともいう）を共重合させてなるビニル系ポ
リマーが好ましい。このビニル系ポリマーは、（ｃ－１）成分由来の構成単位と（ｃ－２
）成分由来の構成単位を有する。中でも、更に（ｃ－３）マクロモノマー（以下「（ｃ－
３）成分」ともいう）由来の構成単位を含有するものが好ましい。
【００２６】
〔（ｃ－１）イオン性モノマー〕
　（ｃ－１）イオン性モノマーは、顔料含有ポリマー粒子のインク中における分散安定性
を向上させる観点から、水不溶性ポリマーのモノマー成分として用いられることが好まし
い。イオン性モノマーとしては、アニオン性モノマー及びカチオン性モノマーが挙げられ
、アニオン性モノマーが好ましい。
　アニオン性モノマーとしては、カルボン酸モノマー、スルホン酸モノマー、リン酸モノ
マー等が挙げられる。
　カルボン酸モノマーとしては、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸、イタコン酸、
マレイン酸、フマル酸、シトラコン酸、２－メタクリロイルオキシメチルコハク酸等が挙
げられる。
　上記アニオン性モノマーの中では、顔料含有ポリマー粒子のインク中における分散安定
性を向上させる観点から、カルボン酸モノマーが好ましく、アクリル酸及びメタクリル酸
がより好ましい。
【００２７】
〔（ｃ－２）疎水性モノマー〕
　（ｃ－２）疎水性モノマーは、顔料含有ポリマー粒子のインク中における分散安定性を
向上させる観点から、水不溶性ポリマーのモノマー成分として用いられることが好ましい
。疎水性モノマーとしては、アルキル（メタ）アクリレート、芳香族基含有モノマー等が
挙げられる。
　アルキル（メタ）アクリレートとしては、炭素数１～２２、好ましくは炭素数６～１８
のアルキル基を有するものが好ましく、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（
メタ）アクリレート、（イソ）プロピル（メタ）アクリレート、（イソ又はターシャリー
）ブチル（メタ）アクリレート、（イソ）アミル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル
（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、（イソ）オクチル（
メタ）アクリレート、（イソ）デシル（メタ）アクリレート、（イソ）ドデシル（メタ）
アクリレート、（イソ）ステアリル（メタ）アクリレート等が挙げられる。
　なお、「（イソ又はターシャリー）」及び「（イソ）」は、これらの基が存在する場合
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としない場合の双方を意味し、これらの基が存在しない場合には、ノルマルを示す。また
、「（メタ）アクリレート」は、アクリレート及び／又はメタクリレートを示す。
【００２８】
　芳香族基含有モノマーとしては、ヘテロ原子を含む置換基を有していてもよい、炭素数
６～２２の芳香族基を有するビニルモノマーが好ましく、スチレン系モノマー、芳香族基
含有（メタ）アクリレートがより好ましい。
　スチレン系モノマーとしてはスチレン、２－メチルスチレン、及びジビニルベンゼンが
好ましく、スチレンがより好ましい。
　また、芳香族基含有（メタ）アクリレートとしては、ベンジル（メタ）アクリレート、
フェノキシエチル（メタ）アクリレート等が好ましく、ベンジル（メタ）アクリレートが
より好ましい。
　（ｃ－２）疎水性モノマーは、前記のモノマー２種類以上を使用してもよく、スチレン
系モノマーと芳香族基含有（メタ）アクリレートを併用してもよい。
【００２９】
〔（ｃ－３）マクロモノマー〕
　（ｃ－３）マクロモノマーは、片末端に重合性官能基を有する数平均分子量５００以上
１００，０００以下の化合物であり、顔料含有ポリマー粒子のインク中における分散安定
性を向上させる観点から、水不溶性ポリマーのモノマー成分として用いられることが好ま
しい。片末端に存在する重合性官能基としては、アクリロイルオキシ基又はメタクリロイ
ルオキシ基が好ましく、メタクリロイルオキシ基がより好ましい。
　（ｃ－３）マクロモノマーの数平均分子量は１，０００以上１０，０００以下が好まし
い。なお、数平均分子量は、溶媒として１ｍｍｏｌ／Ｌのドデシルジメチルアミンを含有
するクロロホルムを用いたゲル浸透クロマトグラフィー法により、標準物質としてポリス
チレンを用いて測定される。
　（ｃ－３）マクロモノマーとしては、顔料含有ポリマー粒子のインク中における分散安
定性を向上させる観点から、芳香族基含有モノマー系マクロモノマー及びシリコーン系マ
クロモノマーが好ましく、芳香族基含有モノマー系マクロモノマーがより好ましい。
　芳香族基含有モノマー系マクロモノマーを構成する芳香族基含有モノマーとしては、前
記（ｃ－２）疎水性モノマーで記載した芳香族基含有モノマーが挙げられ、スチレン及び
ベンジル（メタ）アクリレートが好ましく、スチレンがより好ましい。
　スチレン系マクロモノマーの具体例としては、ＡＳ－６（Ｓ）、ＡＮ－６（Ｓ）、ＨＳ
－６（Ｓ）（東亞合成株式会社の商品名）等が挙げられる。
　シリコーン系マクロモノマーとしては、片末端に重合性官能基を有するオルガノポリシ
ロキサン等が挙げられる。
【００３０】
〔（ｃ－４）ノニオン性モノマー〕
　水不溶性ポリマーには、顔料含有ポリマー粒子のインク中における分散安定性を向上さ
せる観点から、更に、（ｃ－４）ノニオン性モノマー（以下「（ｃ－４）成分」ともいう
）をモノマー成分として用いることが好ましい。
　（ｃ－４）成分としては、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキ
シプロピル（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコール（ｎ＝２～３０、ｎはオキ
シアルキレン基の平均付加モル数を示す。以下同じ）（メタ）アクリレート、ポリエチレ
ングリコール（メタ）アクリレート（ｎ＝２～３０）等のポリアルキレングリコール（メ
タ）アクリレート、メトキシポリエチレングリコール（ｎ＝１～３０）（メタ）アクリレ
ート等のアルコキシポリアルキレングリコール（メタ）アクリレート、フェノキシ（エチ
レングリコール・プロピレングリコール共重合）（ｎ＝１～３０、その中のエチレングリ
コール：ｎ＝１～２９）（メタ）アクリレート等が挙げられる。
【００３１】
　商業的に入手しうる（ｃ－４）成分の具体例としては、新中村化学工業株式会社のＮＫ
エステルＭ－２０Ｇ、同４０Ｇ、同９０Ｇ、同２３０Ｇ等、日油株式会社のブレンマーＰ
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Ｅ－９０、同２００、同３５０、ＰＭＥ－１００、同２００、同４００等、ＰＰ－５００
、同８００、同１０００等、ＡＰ－１５０、同４００、同５５０等、５０ＰＥＰ－３００
、５０ＰＯＥＰ－８００Ｂ、４３ＰＡＰＥ－６００Ｂ等が挙げられる。
　上記（ｃ－１）～（ｃ－４）成分は、それぞれ単独で又は２種以上を混合して用いるこ
とができる。
【００３２】
（モノマー混合物中又はポリマー中における各成分又は構成単位の含有量）
　ビニル系ポリマー製造時における、上記（ｃ－１）～（ｃ－４）成分のモノマー混合物
中における含有量（未中和量としての含有量。以下同じ）又は水不溶性ポリマー中におけ
る（ｃ－１）～（ｃ－４）成分に由来する構成単位の含有量は、顔料含有ポリマー粒子の
インク中における分散安定性を向上させる観点から、次のとおりである。
　（ｃ－１）成分の含有量は、好ましくは３質量％以上、より好ましくは５質量％以上、
更に好ましくは７質量％以上であり、好ましくは４０質量％以下、より好ましくは３０質
量％、更に好ましくは２０質量％以下である。
　（ｃ－２）成分の含有量は、好ましくは５質量％以上、より好ましくは１０質量％以上
、更に好ましくは２０質量％以上であり、好ましくは８６質量％以下、より好ましくは７
０質量％以下、更に好ましくは５０質量％以下である。
　（ｃ－３）成分の含有量は、好ましくは１質量％以上、より好ましくは５質量％以上、
更に好ましくは７質量％以上であり、好ましくは２５質量％以下、より好ましくは２０質
量％以下、更に好ましくは１８質量％以下である。
　（ｃ－４）成分の含有量は、好ましくは５質量％以上、より好ましくは１０質量％以上
、更に好ましくは２０質量％以上であり、６０質量％以下、より好ましくは５５質量％以
下、更に好ましくは５０質量％以下である。
　また、〔（ｃ－１）成分／［（ｃ－２）成分＋（ｃ－３）成分］〕の質量比は、好まし
くは０．０１以上、より好ましくは０．０５以上、更に好ましくは０．１０以上であり、
そして好ましくは１．００以下、より好ましくは０．６０以下、更に好ましくは０．４０
以下である。また、〔（ｃ－１）成分／［（ｃ－２）成分＋（ｃ－３）成分］〕の質量比
は、好ましくは０．０１～１、より好ましくは０．０５～０．６０、更に好ましくは０．
１０～０．４０である。
【００３３】
（水不溶性ポリマーの製造）
　前記水不溶性ポリマーは、モノマー混合物を公知の重合法により共重合させることによ
って製造される。重合法としては溶液重合法が好ましい。
　溶液重合法で用いる溶媒に制限はないが、炭素数１～３の脂肪族アルコール、ケトン類
、エーテル類、エステル類等の極性有機溶媒が好ましく、具体的にはメタノール、エタノ
ール、アセトン、メチルエチルケトンが挙げられ、メチルエチルケトンが好ましい。
　重合の際には、重合開始剤や重合連鎖移動剤を用いることができるが、重合開始剤とし
ては、アゾ化合物が好ましく、２，２'－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）
がより好ましい。重合連鎖移動剤としては、メルカプタン類が好ましく、２－メルカプト
エタノールがより好ましい。
【００３４】
　好ましい重合条件は、重合開始剤の種類等によって異なるが、重合温度は５０℃以上９
０℃以下が好ましく、重合時間は１時間以上２０時間以下であることが好ましい。また、
重合雰囲気は、窒素ガス雰囲気、アルゴン等の不活性ガス雰囲気であることが好ましい。
　重合反応の終了後、反応溶液から再沈澱、溶媒留去等の公知の方法により、生成したポ
リマーを単離することができる。また、得られたポリマーは、再沈澱、膜分離、クロマト
グラフ法、抽出法等により、未反応のモノマー等を除去することができる。
　水不溶性ポリマーは、顔料含有ポリマー粒子の水分散体の生産性を向上させる観点から
、重合反応に用いた溶剤を除去せずに、含有する有機溶媒を後述する工程１に用いる有機
溶媒として用いるために、そのままポリマー溶液として用いることが好ましい。
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　水不溶性ポリマー溶液の固形分濃度は、顔料含有ポリマー粒子の水分散体の生産性を向
上させる観点から、好ましくは３０質量％以上、より好ましくは４０質量％以上であり、
また、好ましくは６０質量％以下、より好ましくは５０質量％以下である。
　本発明で用いられる水不溶性ポリマーの重量平均分子量は、顔料含有ポリマー粒子のイ
ンク中における分散安定性を向上させる観点、及び水系インクの低吸水性の記録媒体への
定着強度を向上させる観点から、好ましくは５，０００以上、より好ましくは１０，００
０以上、更に好ましくは２０，０００であり、好ましくは５００，０００以下、より好ま
しくは４００，０００以下、更に好ましくは３００，０００以下、更に好ましくは２００
，０００である。
　なお、重量平均分子量の測定は実施例に記載の方法により行うことができる。
【００３５】
［顔料含有ポリマー粒子の製造］
　顔料含有ポリマー粒子は、水分散体として下記の工程Ｉ及び工程IIを有する方法により
、効率的に製造することができる。
　工程Ｉ：水不溶性ポリマー、有機溶媒、顔料、及び水を含有する混合物（以下、「顔料
混合物」ともいう）を分散処理して、顔料含有ポリマー粒子の分散体を得る工程
　工程II：工程Ｉで得られた分散体から前記有機溶媒を除去して、顔料含有ポリマー粒子
の水分散体（以下、「顔料水分散体」ともいう）を得る工程
　また、任意の工程であるが、更に工程IIIを行ってもよい。
　工程III：工程IIで得られた水分散体と架橋剤を混合し、架橋処理して水分散体を得る
工程
【００３６】
（工程Ｉ）
　工程Ｉでは、まず、水不溶性ポリマーを有機溶媒に溶解させ、次に顔料、水、及び必要
に応じて中和剤、界面活性剤等を、得られた有機溶媒溶液に加えて混合し、水中油型の分
散体を得る方法が好ましい。水不溶性ポリマーの有機溶媒溶液に加える順序に制限はない
が、水、中和剤、顔料の順に加えることが好ましい。
　水不溶性ポリマーを溶解させる有機溶媒に制限はないが、炭素数１～３の脂肪族アルコ
ール、ケトン類、エーテル類、エステル類等が好ましく、ケトン類がより好ましく、メチ
ルエチルケトンが更に好ましい。水不溶性ポリマーを溶液重合法で合成した場合には、重
合で用いた溶媒をそのまま用いてもよい。
【００３７】
　水不溶性ポリマーがアニオン性ポリマーの場合、中和剤を用いて水不溶性ポリマー中の
アニオン性基を中和してもよい。中和剤を用いる場合、ｐＨが７以上１１以下になるよう
に中和することが好ましい。中和剤としては、水酸化リチウム、水酸化ナトリウム、水酸
化カリウム、アンモニア、各種アミン等の塩基が挙げられる。また、該水不溶性ポリマー
を予め中和しておいてもよい。
　水不溶性ポリマーのアニオン性基の中和度は、顔料含有ポリマー粒子のインク中及び顔
料水分散体における分散安定性を向上させる観点から、好ましくは３０モル％以上、より
好ましくは４０モル％以上、更に好ましくは５０モル％以上であり、また、好ましくは３
００モル％以下、より好ましくは２００モル％以下、更に好ましくは１５０モル％以下で
ある。
　ここで中和度とは、中和剤のモル当量を水不溶性ポリマーのアニオン性基のモル量で除
したものである。
【００３８】
（顔料混合物中の各成分の含有量）
　顔料の顔料混合物中の含有量は、顔料含有ポリマー粒子のインク中及び顔料水分散体中
における分散安定性を向上させる観点、顔料水分散体の生産性を向上させる観点から、好
ましくは１０質量％以上、より好ましくは１２質量％以上、更に好ましくは１４質量％以
上であり、また、好ましくは３０質量％以下、より好ましくは２５質量％以下、更に好ま
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しくは２０質量％以下である。
　水不溶性ポリマーの顔料混合物中の含有量は、顔料水分散体の分散安定性及び水系イン
クの保存安定性、吐出性を向上させる観点、水系インクの低吸水性の記録媒体への定着強
度を向上させる観点から、好ましくは２．０質量％以上、より好ましくは４．０質量％以
上、更に好ましくは５．０質量％以上であり、また、好ましくは１５質量％以下、より好
ましくは１２質量％以下、更に好ましくは１０質量％以下である。
　有機溶媒の顔料混合物中の含有量は、顔料への濡れ性及び水不溶性ポリマーの顔料への
吸着性を向上させる観点から、好ましくは１０質量％以上、より好ましくは１２質量％以
上、更に好ましくは１５質量％以上であり、また、好ましくは３５質量％以下、より好ま
しくは３０質量％以下、更に好ましくは２５質量％以下である。
　水の顔料混合物中の含有量は、顔料水分散体の分散安定性を向上させる観点及び顔料水
分散体の生産性を向上させる観点から、好ましくは４０質量％以上、より好ましくは４５
質量％以上、更に好ましくは５０質量％以上であり、また、好ましくは７５質量％以下、
より好ましくは７０質量％以下、更に好ましくは、６５質量％以下である。
【００３９】
　水不溶性ポリマーに対する顔料の質量比〔顔料／水不溶性ポリマー〕は、顔料水分散体
の分散安定性及び水系インクの保存安定性、吐出性を向上させる観点、水系インクの低吸
水性の記録媒体への定着強度を向上させる観点から、好ましくは３０／７０～９０／１０
、より好ましくは４０／６０～８０／２０、更に好ましくは５０／５０～７０／３０であ
る。また、水不溶性ポリマーに対する顔料の質量比〔顔料／水不溶性ポリマー〕は、３０
／７０以上であることが好ましく、５０／５０以上であることがより好ましく、７０／３
０以上が更に好ましく、また、９０／１０以下であることが好ましく、８５／１５以下で
あることがより好ましく、８０／２０以下が更に好ましい。
【００４０】
　工程Ｉにおいて、更に顔料混合物を分散して分散処理物を得る。分散処理物を得る分散
方法に特に制限はない。本分散だけで顔料粒子の平均粒径を所望の粒径となるまで微粒化
することもできるが、好ましくは顔料混合物を予備分散させた後、更に剪断応力を加えて
本分散を行い、顔料粒子の平均粒径を所望の粒径とするよう制御することが好ましい。
　工程Ｉの予備分散における温度は、好ましくは０℃以上であり、また、好ましくは４０
℃以下、より好ましくは３０℃以下、更に好ましくは２０℃以下であり、分散時間は好ま
しくは０．５時間以上、より好ましくは１時間以上であり、また、好ましくは３０時間以
下、より好ましくは１０時間以下、更に好ましくは５時間以下である。
　顔料混合物を予備分散させる際には、アンカー翼、ディスパー翼等の一般に用いられて
いる混合撹拌装置を用いることができるが、中でも高速撹拌混合装置が好ましい。
【００４１】
　本分散の剪断応力を与える手段としては、例えば、ロールミル、ニーダー等の混練機、
マイクロフルイダイザー（Microfluidics社製）等の高圧ホモジナイザー、ペイントシェ
ーカー、ビーズミル等のメディア式分散機が挙げられる。市販のメディア式分散機として
は、ウルトラ・アペックス・ミル（寿工業株式会社製）、ピコミル（浅田鉄工株式会社製
）等が挙げられる。これらの装置は複数を組み合わせることもできる。これらの中では、
顔料を小粒子径化する観点から、高圧ホモジナイザーを用いることが好ましい。
　高圧ホモジナイザーを用いて本分散を行う場合、処理圧力やパス回数の制御により、顔
料を所望の粒径になるように制御することができる。
　処理圧力は、生産性及び経済性の観点から、好ましくは６０ＭＰａ以上、より好ましく
は１００ＭＰａ以上、更に好ましくは１３０ＭＰａ以上であり、また、好ましくは２００
ＭＰａ以下、より好ましくは１８０ＭＰａ以下である。
　また、パス回数は、好ましくは３パス以上、より好ましくは１０パス以上であり、また
、好ましくは３０パス以下、より好ましくは２５パス以下である。
【００４２】
（工程II）
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　工程IIでは、得られた分散体から、公知の方法で有機溶媒を除去することで、顔料含有
ポリマー粒子の水分散体を得ることができる。得られた顔料含有ポリマー粒子を含む水分
散体中の有機溶媒は実質的に除去されていることが好ましいが、本発明の目的を損なわな
い限り、残存していてもよい。残留有機溶媒の量は好ましくは０．１質量％以下、より好
ましくは０．０１質量％以下である。
　また必要に応じて、有機溶媒を留去する前に分散体を加熱撹拌処理することもできる。
　得られた顔料含有ポリマー粒子の水分散体は、顔料を含有する固体の水不溶性ポリマー
粒子が水を主媒体とする媒体中に分散しているものである。ここで、水不溶性ポリマー粒
子の形態は特に制限はなく、少なくとも顔料と水不溶性ポリマーにより粒子が形成されて
いればよい。例えば、該水不溶性ポリマーに顔料が内包された粒子形態、該水不溶性ポリ
マー中に顔料が均一に分散された粒子形態、該水不溶性ポリマー粒子表面に顔料が露出さ
れた粒子形態等が含まれ、これらの混合物も含まれる。
【００４３】
（工程III）
　工程IIIは、任意の工程であるが、工程IIで得られた水分散体と架橋剤を混合し、架橋
処理して水分散体を得る工程である。工程IIIを行うことが、水分散体及びインクの保存
安定性の観点から好ましい。
　ここで、架橋剤は、水不溶性ポリマーがアニオン性基を有するアニオン性水不溶性ポリ
マーである場合において、該アニオン性基と反応する官能基を有する化合物が好ましく、
該官能基を分子中に２以上、好ましくは２～６有する化合物がより好ましい。
　架橋剤の好適例としては、分子中に２以上のエポキシ基を有する化合物、分子中に２以
上のオキサゾリン基を有する化合物、分子中に２以上のイソシアネート基を有する化合物
が挙げられ、これらの中では、分子中に２以上のエポキシ基を有する化合物が好ましく、
トリメチロールプロパンポリグリシジルエーテルがより好ましい。
【００４４】
　得られた顔料水分散体の不揮発成分濃度（固形分濃度）は、顔料水分散体の分散安定性
を向上させる観点及び水系インクの調製を容易にする観点から、好ましくは１０質量％以
上、より好ましくは１５質量％以上であり、また、好ましくは３０質量％以下、より好ま
しくは２５質量％以下である。
　顔料水分散体中の顔料含有ポリマー粒子の平均粒径は、粗大粒子を低減し、水系インク
の吐出性を向上させる観点から、好ましくは４０ｎｍ以上、より好ましくは６０ｎｍ以上
、更に好ましくは７５ｎｍ以上であり、また、好ましくは１５０ｎｍ以下、より好ましく
は１２０ｎｍ以下、更に好ましくは１１０ｎｍ以下である。
　なお、顔料含有ポリマー粒子の平均粒径は、実施例に記載の方法により測定される。
　また、水系インク中の顔料含有ポリマー粒子の平均粒径は、顔料水分散体中の平均粒径
と同じであり、好ましい平均粒径の態様は、顔料水分散体中の平均粒径の好ましい態様と
同じである。
【００４５】
（水系インク中の各成分の含有量）
　顔料の水系インク中の含有量は、水系インクの印字濃度を向上させる観点から、好まし
くは１．０質量％以上、より好ましくは２．０質量％以上、更に好ましくは２．５質量％
以上である。また、顔料の含有量は、溶媒揮発時のインク粘度を低くし、低吸水性の記録
媒体に印字した際の色むらを抑制する観点、水系インクの保存安定性及び吐出性を向上さ
せる観点から、水系インク中、好ましくは１５質量％以下、より好ましくは１０質量％以
下、更に好ましく７質量％以下である。
　顔料水分散体の水系インクへの配合量は、水系インクの印字濃度を向上させる観点から
、水系インク中、好ましくは１０質量％以上、より好ましくは１５質量％以上、更に好ま
しくは２０質量％以上である。また、顔料水分散体の水系インクへの配合量は、溶媒揮発
時のインク粘度を低くし、低吸水性の記録媒体に印字した際の色むらを抑制する観点、水
系インクの保存安定性及び吐出性を向上させる観点から、水系インク中、好ましくは５０
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質量％以下、より好ましくは４５質量％以下、更に好ましくは４０質量％以下である。
【００４６】
　顔料含有ポリマー粒子の水系インク中の含有量は、水系インクの印字濃度を向上させる
観点から、好ましくは１質量％以上、より好ましくは３質量％以上、更に好ましくは４質
量％以上である。また、顔料含有ポリマー粒子の含有量は、溶媒揮発時のインク粘度を低
くし、低吸水性の記録媒体に印字した際の色むらを抑制する観点、水系インクの保存安定
性及び吐出性を向上させる観点から、水系インク中、好ましくは２０質量％以下、より好
ましくは１０質量％以下、更に好ましくは８質量％以下である。
　水不溶性ポリマーの水系インク中の含有量は、水系インクの保存安定性、吐出性及び低
吸水性の記録媒体への定着強度を向上させる観点から、好ましくは０．５質量％以上、よ
り好ましくは０．８質量％以上、更に好ましくは１．０質量％以上である。また、水不溶
性ポリマーの含有量は、溶媒揮発時のインク粘度を低くし、低吸水性の記録媒体に印字し
た際の色むらを抑制する観点、水系インクの保存安定性及び吐出性を向上させる観点から
、水系インク中、好ましくは６質量％以下、より好ましくは４質量％以下、更に好ましく
は３質量％以下である。
【００４７】
［水系インクの任意成分］
　本発明の水系インクは、有機溶媒、定着性を向上させるための水不溶性ポリマー以外の
水不溶性ポリマー、粘度調整剤、消泡剤、防腐剤、防黴剤、防錆剤等の各種添加剤を添加
することができる。
（有機溶剤）
　有機溶媒としては、グリセリン、１，２－ヘキサンジオール、ジエチレングリコール、
エチレングリコール等の多価アルコール、２－ピロリドン等のピロリドン、トリエチレン
グリコールモノブチルエーテル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル等のグリコールエ
ーテルが好ましく、これらを２つ以上併用することがより好ましい。
　本発明において、有機溶媒の含有量は、水系インクの吐出性を向上させる観点から、水
系インク中、好ましくは５質量％以上、より好ましくは１０質量％以上、更に好ましくは
２０質量％であり、低吸水性の記録媒体に印字した際の色むらを抑制する観点、水系イン
クの保存安定性及び吐出性を向上させる観点から、好ましくは５０質量％以下、より好ま
しくは４０質量％以下である。
【００４８】
［インクジェット記録用水系インクの製造方法］
　インクジェット記録用水系インクは、２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４
，７－ジオール、ノニオン性界面活性剤、顔料および分散剤、あるいは顔料含有ポリマー
粒子の水分散体、有機溶剤及び水等を混合し、攪拌することによって得られる。
【００４９】
［水系インクの物性］
　インクジェット記録用水系インクの３２℃における粘度は、水系インクの吐出性を向上
させる観点から、好ましくは２．０ｍＰａ・ｓ以上、より好ましくは３．０ｍＰａ・ｓ以
上、更に好ましくは４．０ｍＰａ・ｓ以上であり、また、水系インクの保存安定性及び吐
出性を向上させる観点から、好ましくは１２ｍＰａ・ｓ以下、より好ましくは１０．０ｍ
Ｐａ・ｓ以下、更に好ましくは８．０ｍＰａ・ｓ以下、更に好ましくは７．０ｍＰａ・ｓ
以下である。なお、３２℃における粘度は、実施例に記載の方法により測定される。
　インクジェット記録用水系インクの表面張力は、低吸水性の記録媒体に印字した際の色
むらを抑制する観点から、好ましくは２５．０ｍＮ／ｍ以上、より好ましくは２６．０ｍ
Ｎ／ｍ以上、更に好ましくは２６．５ｍＮ／ｍ以上であり、また、好ましくは３０．０ｍ
Ｎ／ｍ以下、より好ましくは２９．０ｍＮ／ｍ以下、更に好ましくは２８．５ｍＮ／ｍ以
下である。なお、表面張力は、実施例に記載の方法により測定される。
　インクジェット記録用水系インクのｐＨは、水系インクの保存安定性及び吐出性を向上
させる観点から、好ましくは７．０以上、より好ましくは８．０以上、更に好ましくは８
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．５以上であり、また、インクジェット記録装置の部材耐性、皮膚刺激性低下の観点から
、好ましくは１１．０以下、より好ましくは１０．０以下、更に好ましくは９．５以下で
ある。なお、ｐＨは、実施例に記載の方法により測定される。
【００５０】
＜インクジェット記録方法＞
　本発明のインクジェット記録方法は、上記インクジェット記録用水系インクを用いて低
吸水性のインクジェット記録媒体に記録する方法である。
【００５１】
［インクジェット記録媒体］
（吸水量）
　インクジェット記録媒体の純水との接触時間１００ｍ秒の吸水量は、０ｇ／ｍ2以上１
０ｇ／ｍ2以下である。また、インクジェット記録媒体の１００ｍ秒の吸水量は、印字物
の乾燥性を早め、定着強度を向上させ、色むらを抑制する観点から、好ましくは１．０ｇ
／ｍ2以上、より好ましくは２．０ｇ／ｍ2以上、更に好ましくは３．０ｇ／ｍ2以上、更
に好ましくは４．０ｇ／ｍ2以上であり、印字物の色むら、印字濃度及び光沢度を向上さ
せる観点から、好ましくは８．０ｇ／ｍ2以下、より好ましくは７．０ｇ／ｍ2以下、更に
好ましくは６．０ｇ／ｍ2以下、更に好ましくは５．５ｇ／ｍ2以下である。なお、インク
ジェット記録媒体の純水との接触時間１００ｍ秒の吸水量は、実施例に記載の方法により
測定される。
【００５２】
（物性）
　記録媒体の６０°光沢度は、印字物の光沢度及び視認性を向上させる観点から、好まし
くは５以上、より好ましくは２０以上、更に好ましくは３０以上であり、また、好ましく
は２００以下である。６０°光沢度は、光沢計「HANDY GLOSSMETER」（日本電色工業株式
会社製、品番:PG-1M）を用いて測定することができる。
【００５３】
　本発明に用いられるインクジェット記録媒体としては、コート紙及びフィルムが挙げら
れる。
　コート紙としては、例えば、「ＯＫトップコートプラス」（王子製紙株式会社製、坪量
１０４．７ｇ／ｍ2、６０°光沢度４９．０、接触時間１００ｍ秒における吸水量（以下
の吸水量は同じ）４．９ｇ／ｍ2）、多色フォームグロス紙（王子製紙株式会社製、１０
４．７ｇ／ｍ2、６０°光沢度３６．８、吸水量５．２ｇ／ｍ2）、ＵＰＭ Finesse Gloss
（ＵＰＭ社製、１１５ｇ／ｍ2、６０°光沢度２７．０、吸水量３．１ｇ／ｍ2）、ＵＰＭ
 Finesse Matt（ＵＰＭ社製、１１５ｇ／ｍ2、６０°光沢度５．６、吸水量４．４ｇ／ｍ
2）、TerraPress Silk（Stora Enso社製、８０ｇ／ｍ2、６０°光沢度６．０、吸水量４
．１ｇ／ｍ2）、LumiArt（Stora Enso社製、９０ｇ／ｍ2、６０°光沢度２６．３）等が
挙げられる。
【００５４】
　フィルムとしては、例えば、ポリエステルフィルム、塩化ビニルフィルム、ポリプロピ
レンフィルム、ポリエチレンフィルム、ナイロンフィルムなどが挙げられる。これらフィ
ルムは必要に応じてコロナ処理等の表面処理を行っていても構わない。
　一般的に入手できるフィルムとしては、例えば、ルミラーＴ６０（東レ株式会社製、ポ
リエチレンテレフタレート、厚み１２５μｍ、６０°光沢度１８９．１、吸水量２．３ｇ
／ｍ2）、ＰＶＣ８０Ｂ　Ｐ（リンテック株式会社製、塩化ビニル、６０°光沢度５８．
８、吸水量１．４ｇ／ｍ2）、カイナスＫＥＥ７０ＣＡ（リンテック株式会社製、ポリエ
チレン）、ユポＳＧ９０　ＰＡＴ１（リンテック株式会社製、ポリプロピレン）、ボニー
ルＲＸ（興人フィルム＆ケミカルズ株式会社製、ナイロン）等が挙げられる。
【００５５】
［インクジェット記録方法、画像形成方法］
　本発明のインクジェット記録方法及び画像形成方法は、前記のインクジェット記録用水
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系インクを充填した容器を、インク飛翔手段を有するインクジェット記録装置に装着し、
前記インクジェット記録媒体にインクを飛翔させ印字して画像を形成する方法である。
　本発明のインクジェット記録方法は、インクジェット記録媒体に印字した後、印字物を
乾燥する工程を有していてもよい。
　インク飛翔手段としては、サーマル式又はピエゾ式のインクジェットヘッドを用いてイ
ンクを飛翔する方法があるが、本発明においては、ピエゾ式のインクジェットヘッドを用
いてインクを飛翔させ印字する方法が好ましい。
［インクジェット記録用水系インクの印刷への使用］
　本発明のインクジェット記録用水系インクの印刷への使用は、純水との接触時間１００
ｍ秒における吸水量が０ｇ／ｍ2以上１０ｇ／ｍ2以下である記録媒体に対する、前記イン
クジェット記録用水系インクの印刷への使用である。
【００５６】
　上述した実施形態に関し、本発明はさらに以下のインクジェット記録用水系インク、及
びインクジェット記録方法を開示する。
＜１＞　顔料を含有するインクジェット記録用水系インクであって、２，４，７，９－テ
トラメチル－５－デシン－４，７－ジオール、３，６－ジメチル－４－オクチン－３，６
－ジオール、及び２，５－ジメチル－３－ヘキシン－２，５－ジオールから選ばれる１種
又は２種以上のアセチレングリコール（Ａ）と、ノニオン性界面活性剤（Ｂ）とを含有し
、
（Ａ）成分の含有量が水系インク中、１．０質量％以上３．０質量％以下であり、（Ａ）
成分に対する（Ｂ）成分の質量比［（Ｂ）／（Ａ）］が１以上３以下である、インクジェ
ット記録用水系インク。
【００５７】
＜２＞　（Ａ）成分が好ましくは２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－
ジオールである、前記＜１＞に記載のインクジェット記録用水系インク。
＜３＞　（Ａ）成分の含有量が、好ましくは１．２質量％以上、より好ましくは１．３質
量％以上であり、また、好ましくは２．５質量％以下、より好ましくは２．０質量％以下
、更に好ましくは１．８質量％以下である、前記＜１＞又は＜２＞に記載のインクジェッ
ト記録用水系インク。
＜４＞　ノニオン性界面活性剤（Ｂ）が、好ましくは炭素数が６以上３０以下のアルコー
ルのアルキレンオキシド付加物である、前記＜１＞～＜３＞のいずれかに記載のインクジ
ェット記録用水系インク。
＜５＞　炭素数が６以上３０以下のアルコールのアルキレンオキサイド付加物のアルコー
ルの炭素数が、好ましくは８以上、より好ましくは１０以上、更に好ましくは１２以上で
あり、また、好ましくは２４以下、より好ましくは２２以下、更に好ましくは２０以下で
ある、前記＜４＞に記載のインクジェット記録用水系インク。
＜６＞　炭素数が６以上３０以下のアルコールのアルキレンオキシド付加物が、好ましく
はエチレンオキシド付加物又はエチレンオキシドとプロピレンオキシドの付加物、より好
ましくはエチレンオキシドの付加物である、前記＜４＞又は＜５＞いずれかに記載のイン
クジェット記録用水系インク。
【００５８】
＜７＞　ノニオン性界面活性剤（Ｂ）が、好ましくは一般式（１）で表される化合物であ
る、前記＜１＞～＜６＞のいずれかに記載のインクジェット記録用水系インク。
＜８＞　一般式（１）において、Ｒである炭化水素基の炭素数が、好ましくは８以上、よ
り好ましくは１０以上、更に好ましくは１２以上であり、また、好ましくは２４以下、よ
り好ましくは２２以下、更に好ましくは２０以下である、前記＜７＞に記載のインクジェ
ット記録用水系インク。
＜９＞　一般式（１）において、炭化水素基が、好ましくは直鎖または分岐のアルキル基
又はアルケニル基、より好ましくは直鎖のアルキル基又はアルケニル基であり、更に好ま
しくはｎ－ヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、ｎ－オクチル基、２－エチルヘキシル基、ｎ－
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ノニル基、ｎ－デシル基、２－プロピルヘプチル基、ラウリル基、ミリスチル基、パルミ
チル基、ステアリル基、オレイル基、２－オクチルデシル基、ベヘニル基であり、更に好
ましくはラウリル基、ミリスチル基、パルミチル基、ステアリル基、オレイル基、２－オ
クチルデシル基、ベヘニル基である、前記＜７＞又は＜８＞に記載のインクジェット記録
用水系インク。
【００５９】
＜１０＞　一般式（１）において、ｍが、好ましくは６以上、より好ましくは８以上、更
に好ましくは１０以上であり、好ましくは８０以下、より好ましくは７０以下、更に好ま
しくは６０以下である、前記＜７＞～＜９＞のいずれかに記載のインクジェット記録用水
系インク。
＜１１＞　一般式（１）において、ｎが、好ましくは４０以下であり、より好ましくは３
０以下であり、更に好ましくは２０以下である、前記＜７＞～＜１０＞のいずれかに記載
のインクジェット記録用水系インク。
　＜１２＞　一般式（１）において、ｍとｎの合計量が、好ましくは６以上、より好まし
くは８以上、更に好ましくは１０以上であり、好ましくは８０以下、より好ましくは７０
以下、更に好ましくは６０以下である、前記＜７＞～＜１１＞のいずれかに記載のインク
ジェット記録用水系インク。
　＜１３＞　一般式（１）において、ｎが２以上であり、式（１）の化合物がブロック体
である場合、好ましくはＲＯ－(ＰＯ)(ＥＯ)－Ｈ、又はＲＯ－（ＥＯ）（ＰＯ）（ＥＯ）
－Ｈである、前記＜７＞～＜１２＞のいずれかに記載のインクジェット記録用水系インク
。
【００６０】
＜１４＞　（Ｂ）成分の含有量が、好ましくは１．０質量％以上、より好ましくは１．５
質量％以上、更に好ましくは２．０質量％以上、更に好ましくは２．５質量％以上であり
、また、好ましくは９．０質量％以下、より好ましくは６．０質量％以下、更に好ましく
は５．０質量％以下、更に好ましくは４．５質量％以下、更に好ましくは４．０質量％以
下である、前記＜１＞～＜１３＞のいずれかに記載のインクジェット記録用水系インク。
＜１５＞　（Ａ）成分に対する（Ｂ）成分の質量比［（Ｂ）／（Ａ）］が、好ましくは１
．２以上、より好ましくは１．５以上、更に好ましくは１．８以上であり、また、好まし
くは２．８以下、より好ましくは２．５以下、更に好ましくは２．２以下である、前記＜
１＞～＜１４＞のいずれかに記載のインクジェット記録用水系インク。
＜１６＞　顔料が、好ましくは自己分散型顔料、分散剤で分散された顔料又は顔料を含有
する水不溶性ポリマー粒子として、水系インク中に含有され、より好ましくは顔料を含有
する水不溶性ポリマー粒子として含有される、前記＜１＞～＜１５＞のいずれかに記載の
インクジェット記録用水系インク。
＜１７＞　水不溶性ポリマーが、好ましくは（ｃ－１）イオン性モノマー由来の構成単位
と（ｃ－２）疎水性モノマー由来の構成単位を含有するビニル系ポリマー、より好ましは
更に（ｃ－３）マクロモノマー由来の構成単位又は（ｃ－４）ノニオン性モノマー由来の
構成単位を含有するビニル系ポリマーである、前記＜１６＞に記載のインクジェット記録
用水系インク。
＜１８＞　イオン性モノマーが、好ましくはアニオン性モノマー、より好ましくはカルボ
ン酸モノマー、更に好ましくはアクリル酸又はメタクリル酸である、前記＜１７＞に記載
のインクジェット記録用水系インク。
＜１９＞　疎水性モノマーが、好ましくはアルキル（メタ）アクリレート又は芳香族基含
有モノマーである、前記＜１７＞又は＜１８＞に記載のインクジェット記録用水系インク
。
【００６１】
＜２０＞　芳香族基含有モノマーが、好ましくはヘテロ原子を含む置換基を有していても
よい、炭素数６～２２の芳香族基を有するビニルモノマー、より好ましくスチレン系モノ
マー又は芳香族基含有（メタ）アクリレートである、前記＜１９＞に記載のインクジェッ
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ト記録用水系インク。
＜２１＞　マクロモノマーが、好ましくは芳香族基含有モノマー系マクロモノマー及びシ
リコーン系マクロモノマー、より好ましくは芳香族基含有モノマー系マクロモノマーであ
る、前記＜１７＞～＜２０＞のいずれかに記載のインクジェット記録用水系インク。
＜２２＞　顔料の水系インク中の含有量が、好ましくは１．０質量％以上、より好ましく
は２．０質量％以上、更に好ましくは２．５質量％以上であり、また、好ましくは１５質
量％以下、より好ましくは１０質量％以下、更に好ましく７質量％以下である、前記＜１
＞～＜２１＞のいずれかに記載のインクジェット記録用水系インク。
＜２３＞　顔料を含有する水不溶性ポリマー粒子の水系インク中の含有量が、好ましくは
１質量％以上、より好ましくは３質量％以上、更に好ましくは４質量％以上であり、また
、好ましくは２０質量％以下、より好ましくは１０質量％以下、更に好ましくは８質量％
以下である、前記＜１６＞～＜２２＞のいずれかに記載のインクジェット記録用水系イン
ク。
＜２４＞　水不溶性ポリマーの水系インク中の含有量が、好ましくは０．５質量％以上、
より好ましくは０．８質量％以上、更に好ましくは１．０質量％以上であり、また、好ま
しくは６質量％以下、より好ましくは４質量％以下、更に好ましくは３質量％以下である
、前記＜１６＞～＜２３＞のいずれかに記載のインクジェット記録用水系インク。
【００６２】
＜２５＞　インクジェット記録用水系インクの３２℃における粘度が、好ましくは２．０
ｍＰａ・ｓ以上、より好ましくは３．０ｍＰａ・ｓ以上、更に好ましくは４．０ｍＰａ・
ｓ以上であり、また、好ましくは１２ｍＰａ・ｓ以下、より好ましくは１０．０ｍＰａ・
ｓ以下、更に好ましくは８．０ｍＰａ・ｓ以下、更に好ましくは７．０ｍＰａ・ｓ以下で
ある、前記＜１＞～＜２４＞のいずれかに記載のインクジェット記録用水系インク。
＜２６＞　インクジェット記録用水系インクの表面張力が、好ましくは２５．０ｍＮ／ｍ
以上、より好ましくは２６．０ｍＮ／ｍ以上、更に好ましくは２６．５ｍＮ／ｍ以上であ
り、また、好ましくは３０．０ｍＮ／ｍ以下、より好ましくは２９．０ｍＮ／ｍ以下、更
に好ましくは２８．５ｍＮ／ｍ以下である、前記＜１＞～＜２５＞のいずれかに記載のイ
ンクジェット記録用水系インク。
【００６３】
＜２７＞　インクジェット記録用水系インクを用いて記録媒体に記録する、インクジェッ
ト記録方法であって、該水系インクが、前記＜１＞～＜２６＞のいずれかに記載の水系イ
ンクであり、該記録媒体の純水との接触時間１００ｍ秒における吸水量が、０ｇ／ｍ2以
上１０ｇ／ｍ2以下である、インクジェット記録方法。
＜２８＞　記録媒体の純水との接触時間１００ｍ秒における吸水量が、好ましくは１．０
ｇ／ｍ2以上、より好ましくは２．０ｇ／ｍ2以上、更に好ましくは３．０ｇ／ｍ2以上、
更に好ましくは４．０ｇ／ｍ2以上であり、また、好ましくは８．０ｇ／ｍ2以下、より好
ましくは７．０ｇ／ｍ2以下、更に好ましくは６．０ｇ／ｍ2以下、更に好ましくは５．５
ｇ／ｍ2以下である、前記＜２７＞に記載のインクジェット記録方法。
＜２９＞　インクジェット記録用水系インクを、インク飛翔手段を有するインクジェット
記録装置に装着し、前記インクジェット記録媒体にインクを飛翔させ印字して画像を記録
する、前記＜２７＞又は＜２８＞に記載のインクジェット記録方法。
＜３０＞　インク飛翔手段が、サーマル式又はピエゾ式のインクジェットヘッド、好まし
くはピエゾ式のインクジェットヘッドを用いてインクを飛翔する、前記＜２９＞に記載の
インクジェット記録方法。
＜３１＞　インクジェット記録媒体に印字した後、印字物を乾燥する工程を有する、前記
＜２９＞又は＜３０＞に記載のインクジェット記録方法。
＜３２＞　前記＜１＞～＜２６＞のいずれかに記載のインクジェット記録用水系インクを
充填した容器を、インク飛翔手段を有するインクジェット記録装置に装着し、純水との接
触時間１００ｍ秒における吸水量が０ｇ／ｍ2以上１０ｇ／ｍ2以下である記録媒体に、イ
ンクを飛翔させ印字する画像形成方法。
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【実施例】
【００６４】
　以下に実施例等により、本発明を更に具体的に説明する。以下の実施例等においては、
各物性は次の方法により測定した。なお、「部」及び「％」は特記しない限り、「質量部
」及び「質量％」である。
【００６５】
（１）水不溶性ポリマーの重量平均分子量の測定
　Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミドに、リン酸及びリチウムブロマイドをそれぞれ６０ｍｍ
ｏｌ／Ｌと５０ｍｍｏｌ／Ｌの濃度となるように溶解した液を溶離液として、ゲル浸透ク
ロマトグラフィー法〔東ソー株式会社製ＧＰＣ装置（ＨＬＣ－８１２０ＧＰＣ）、東ソー
株式会社製カラム（ＴＳＫ－ＧＥＬ、α－Ｍ×２本）、流速：１ｍＬ／ｍｉｎ〕により、
標準物質としてポリスチレンを用いて測定した。
【００６６】
（２）顔料を含有する水不溶性ポリマー粒子の水分散体の固形分濃度の測定
　３０ｍＬの軟膏容器にデシケーター中で恒量化した硫酸ナトリウム１０．０ｇを量り取
り、そこへサンプル約１．０ｇを添加して、混合させた後、正確に秤量し、１０５℃で２
時間維持して、揮発分を除去し、更にデシケーター内で更に１５分間放置し、質量を測定
した。揮発分除去後のサンプルの質量を固形分として、添加したサンプルの質量で除して
固形分濃度とした。
【００６７】
（３）顔料を含有する水不溶性ポリマー粒子の平均粒径の測定
　レーザー粒子解析システム（大塚電子株式会社、型番：ＥＬＳ－８０００、キュムラン
ト解析）を用いて測定した。測定する粒子の濃度を、約５×１０-3質量％になるよう水で
希釈した分散液を用いた。測定条件は、温度２５℃、入射光と検出器との角度９０°、積
算回数１００回であり、分散溶媒の屈折率として水の屈折率（１．３３３）を入力した。
【００６８】
（４）［インクジェット記録用水系インクの表面張力の測定
　白金プレートを２０℃に調整したインク５ｇの入った円柱ポリエチレン製容器（直径３
．６ｃｍ×深さ１．２ｃｍ）に浸漬させ、表面張力計「ＣＢＶＰ-Ｚ」（協和界面化学株
式会社製）を用いて、ウィルヘルミ法で測定した。
【００６９】
（５）インクジェット記録用水系インクの粘度の測定
　Ｅ型粘度計「ＴＶ－２５」（東機産業株式会社製、標準コーンロータ１°３４’×Ｒ２
４使用、回転数５０ｒｐｍ）を用いて、３２℃にて粘度を測定した。
【００７０】
（６）インクジェット記録用水系インクのｐＨ
　ｐＨ電極「６３３７－１０Ｄ」（株式会社堀場製作所製）を使用した卓上型ｐＨ計「Ｆ
－７１」（株式会社堀場製作所製）を用いて、２５℃におけるインクのｐＨを測定した。
【００７１】
（７）インクジェット記録媒体の純水との接触時間１００ｍ秒での吸水量
　自動走査吸液計（熊谷理機工業株式会社製、ＫＭ５００ｗｉｎ）を用いて、２３℃、相
対湿度５０％の条件下にて、純水の接触時間１００ｍｓにおける転移量を測定し、１００
ｍ秒の吸水量とした。測定条件を以下に示す。
「Spiral Method」
　Contact Time ： 0.010～1.0(sec)
　Pitch (mm) ： 7
　Length Per Sampling (degree) ： 86.29
　Start Radius (mm) ： 20
　End Radius (mm) ： 60
　Min Contact Time (ms) ： 10
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　Max Contact Time (ms) ： 1000
　Sampling Pattern (1 - 50) ： 50
　Number of Sampling Points (> 0) ： 19
「Square Head」
　Slit Span (mm) ： 1
　Slit Width (mm) ： 5
【００７２】
製造例１（顔料含有水不溶性ポリマー粒子の水分散体の製造）
（１）水不溶性ポリマーの合成
　スチレン（和光純薬工業株式会社製）４６部、メタクリル酸（和光純薬工業株式会社製
）１４部、スチレンマクロモノマー「ＡＳ－６Ｓ」（東亞合成株式会社製、分子量６，０
００、固形分５０％）３０部、ポリプロピレングリコールメタクリレート「ブレンマーＰ
Ｐ－１０００」（日油株式会社）５０部を混合し、モノマー混合液１４０部を調製した。
　反応容器内に、メチルエチルケトン１８部及び連鎖移動剤である２－メルカプトエタノ
ール０．０３部、及び前記モノマー混合液の１０％（１４部）を入れて混合し、窒素ガス
置換を十分に行った。
　一方、モノマー混合液の残りの９０％（１２６部）と前記連鎖移動剤０．２７部、メチ
ルエチルケトン４２部及び重合開始剤２，２'－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニト
リル）「Ｖ－６５」（和光純薬工業株式会社製）３部を混合した混合液を滴下ロートに入
れ、窒素雰囲気下、反応容器内の混合溶液を攪拌しながら７５℃まで昇温し、滴下ロート
中の混合溶液を３時間かけて滴下した。滴下終了から７５℃で２時間経過後、前記重合開
始剤３部をメチルエチルケトン５部に溶解した溶液を加え、更に７５℃で２時間、８０℃
で２時間熟成させ、水不溶性ポリマー溶液（重量平均分子量：１００，０００）を得た。
水不溶性ポリマー溶液の固形分は、６０質量％であった。
【００７３】
（２）顔料含有水不溶性ポリマー粒子の水分散体の製造
　前記（１）で得られた水不溶性ポリマー溶液を減圧乾燥させて得られた水不溶性ポリマ
ー６６部をメチルエチルケトン１４８部に溶かし、その中に中和剤として５Ｎ水酸化ナト
リウム水溶液１８．８部と２５％アンモニア水２部、及びイオン交換水３７２部を加え、
更にシアン顔料「ＣＦＢ－６３３８ＪＣ」（大日精化工業株式会社製）１００部を加え、
顔料混合液を得た。中和度は１００モル％であった。顔料混合液をディスパー翼を用いて
７０００ｒｐｍ、２０℃の条件下で１時間混合した。得られた分散液をマイクロフルイダ
イザー「高圧ホモジナイザーＭ-１４０Ｋ」（Microfluidics社製）を用いて、１８０ＭＰ
ａの圧力で１５パス分散処理した。
　得られた水不溶性ポリマー粒子の分散液を、減圧下６０℃でメチルエチルケトンを除去
し、更に一部の水を除去し、遠心分離し、液層部分をフィルター「ミニザルトシリンジフ
ィルター」（ザルトリウス社製、孔径：５μｍ、材質：酢酸セルロース）でろ過して粗大
粒子を除き、顔料を含有する水不溶性ポリマー粒子の水分散体を得た。固形分濃度は２０
質量％であり、顔料含有水不溶性ポリマー粒子の平均粒径は１００ｎｍであった。
【００７４】
実施例１～１１、比較例１～１１（水系インクの製造）
　表１に示す所定量の添加剤、顔料含有水不溶性ポリマー粒子の水分散体（固形分２０質
量％）２５．３部（顔料３．０４部、水不溶性ポリマー２．０３部）、グリセリン１０部
、ジエチレングリコール２５部及び全量を１００部となるようにイオン交換水を添加、混
合した。得られた混合液をフィルター「ミニザルトシリンジフィルター」（ザルトリウス
社製、孔径：１．２μｍ、材質：酢酸セルロース）で濾過し、ｐＨが８．８の水系インク
を得た。
　得られた水系インクの物性を表１及び２に示し、水系インクの製造に用いた化合物を表
４に示す。
【００７５】
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実施例１２～１７、比較例１２～１４（水系インクの製造）
　顔料として、顔料含有水不溶性ポリマー粒子の水分散体の代りに、表３に示すものを用
いた以外は、実施例１と同様にして、ｐＨが８．８の水系インクを得た。
　得られた水系インクの物性を表３に示し、水系インクの製造に用いた化合物を表４に示
す。
　なお、表３に示す顔料の詳細は、以下のとおりである。
　・カプセル化顔料（Ｂｋ）：製造例１（２）で用いたシアン顔料の代わりにカーボンブ
ラック顔料「モナーク８００」（キャボット社製）を用いた。
　・カプセル化顔料（Ｍ）：製造例１（２）で用いたシアン顔料の代わりにマゼンタ顔料
「ＰＲ－１２２」（大日精化工業株式会社製）を用いた。
　・カプセル化顔料（Ｙ）：製造例１（２）で用いたシアン顔料の代わりにイエロー顔料
「ＰＹ－７４」（大日精化工業株式会社製）を用いた。
　・自己分散カーボン：顔料含有水不溶性ポリマー粒子の代わりに自己分散カーボン 「
ｃａｂ－ｏ-ｊｅｔ－３００」（キャボット社製）を用いた。
　・自己分散有機顔料（Ｃ）：顔料含有水不溶性ポリマー粒子の代わりに自己分散有機顔
料 「ｃａｂ－ｏ-ｊｅｔ－２６０Ｍ」（キャボット社製）を用いた。
　・水溶性分散剤顔料（Ｃ）：製造例１（２）で用いた水不溶性ポリマーの代わりに水溶
性ポリマー「ジョンクリル６１Ｊ」（ＢＡＳＦ社製）を用いた。
【００７６】
＜水系インクの評価試験＞
　下記の試験１～４を行った結果を表１～３に示す。
試験１（色むらの評価）
　温度２５±１℃、相対湿度３０±５％の環境で、インクジェットヘッド「ＫＪ４Ｂ-Ｈ
Ｄ０６ＭＨＧ-ＳＴＤＶ」（京セラ株式会社製）を装備した印字評価装置（株式会社トラ
イテック製）に実施例、比較例で得られた水系インクを充填した。
　ヘッド電圧２６Ｖ、周波数３０ｋＨｚ、吐出液適量１２ｐｌ、ヘッド温度３２℃、解像
度６００ｄｐｉ、吐出前フラッシング回数２００発、負圧－４．０ｋＰａを設定した。
　記録媒体の長手方向と搬送方向が同じになる向きに、記録媒体を搬送台に減圧で固定し
た。
　印字命令を前記印字評価装置に転送し、水系インクをインクジェット記録方式で記録媒
体上に、打ち込み量１００％（１２ｐｌ、６００×６００ｄｐｉ）のベタ画像を、下記の
記録媒体１～４に印刷し、印刷物を作成した。
・記録媒体１：グロスコート紙「ＯＫトップコートプラス」（王子製紙株式会社製）
　　　　　　　Ａ４サイズ、吸水量：４．９ｇ／ｍ2

・記録媒体２：グロスコート紙「UPM Finesse gloss」（ＵＰＭ キュンメネ社製）
　　　　　　　Ａ４サイズ、吸水量：３．１ｇ／ｍ2

・記録媒体３：マットコート紙「UPM Finesse Matt」（ＵＰＭ キュンメネ社製）
　　　　　　　Ａ４サイズ、吸水量：４．４ｇ／ｍ2

・記録媒体４：シルキィコート紙「TerraPress Silk」（Stora Enso社製）
　　　　　　　Ａ４サイズ、吸水量：４．１ｇ／ｍ2

　得られた印刷物の印字部を観察し、色むらが生じているか目視にて観察し、以下の基準
で評価した。数値が大きいほど、色むらがなく優れている。結果を表２に示す。
【００７７】
（色むらの評価基準）
　４：評価した記録媒体４種に色むらが観察されなかった。
　３：評価した記録媒体の１種に色むらが観察された。
　２：評価した記録媒体の２種に色むらが観察された。
　１：評価した記録媒体の３種に色むらが観察された。
　０：評価した記録媒体のすべてに色むらが観察された。
【００７８】
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試験２（インクの濁りの評価）
　インクを製造後、２５℃で１時間放置し、油浮き、相分離、白濁等によるインクの濁り
の有無を目視により観察した。「無」及び「乳化」が好ましく、「無」がより好ましい。
【００７９】
試験３（保存安定性の評価）
　インクを密閉容器内で、７０℃恒温室下で１週間保存した。保存前と保存後の３２℃に
おける粘度を前記測定法により測定し、その変化率（（保存後粘度／保存前粘度）×１０
０（％））を求めた。
　値が１００％に近いほど、保存安定性に優れるが、１２０％以内であれば実用に供する
ことができ、１１０％以内であることが好ましい。
【００８０】
試験４（吐出性の評価）
　試験１と同様に記録媒体１に連続して４０枚印字を行った。１枚目及び１０枚目毎に、
印字物を目視にて観察し、「よれ」や「欠け」、「しぶき」の発生の有無を評価し、下記
の基準で吐出性を評価した。
　値が大きいほど、吐出性に優れるが、レベル３であれば実用に供することができ、レベ
ル４以上であることが好ましい。
（吐出性の評価基準）
　５：印刷４０枚目でも「よれ」や「欠け」、「しぶき」は確認されなかった
　４：印刷４０枚目までに「よれ」や「欠け」、「しぶき」が発生した。
　３：印刷３０枚目までに「よれ」や「欠け」、「しぶき」が発生した。
　２：印刷２０枚目までに「よれ」や「欠け」、「しぶき」が発生した。
　１：印刷１０枚目までに「よれ」や「欠け」、「しぶき」が発生した。
　０：印刷１枚目で「よれ」や「欠け」、「しぶき」が発生した
　ここで、「よれ」とは、吐出しているが、飛翔方向が不安定で細い白い筋が入ることを
いい、「欠け」とは、吐出していないノズルがあり、太い白い筋が入ることをいう。また
、「しぶき」とは、インクジェットノズルからインクが霧状に吐出して、記録媒体が汚れ
る状態をいう。
【００８１】
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【表１】

【００８２】
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【表２】

【００８３】
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【表３】

【００８４】
【表４】

【００８５】
　表１に示す実施例１～１１の水系インクは、低吸水性の記録媒体に印字した際に、色む
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ら及びインクの濁りがないか、非常に少なく、また、保存安定性、吐出性も実用レベル以
上であり、優れていることが分かる。
　一方、表２において、２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオール
を１．５質量％含有するインク（比較例１）では、インクの濁りが生じ、色むらが起こっ
た。ノニオン性界面活性剤のみを含有するインク（比較例２）では、色むらを改善できな
かった。
　２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオールの含有量が１質量％未
満のインク（比較例５；０．８質量％）では、色むらが改善しなかった。
　２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオールの含有量が３質量％を
超えるインク（比較例６；３．２質量％）では、インクジェト吐出させることができず、
印刷評価ができなかった。
　ノニオン性界面活性剤の添加量が少なく、質量比［（Ｂ）／（Ａ）］が１未満のインク
（比較例３；０．３）では、インクの濁りが改善されず、色ムラも改善されなかった。ノ
ニオン性界面活性剤の添加量が多く、質量比［（Ｂ）／（Ａ）］が３を超えるインク（比
較例４；３．３）では、インクの濁りは若干改善されたが、色ムラは改善されなかった。
　２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオールのエチレンオキシド付
加物（比較例８）を含有するインクは、２質量％含有してもインクの濁りは生じないが、
色むらの改善効果は劣る。更にノニオン性界面活性剤を含有したインク（比較例９）でも
、色むらは改善しなかった。
　また、比較例１０及び１１は、特開２００５－１５４５４９号の実施例に用いられてい
るものであるが、インクの濁り、色むらが生じ、吐出性も劣っている。
　以上のとおり、実施例１～１１の水系インクは、比較例１～１１の水系インクに比べ、
低吸水性の記録媒体に印字した際に、色むら及びインクの濁りがなく、また、保存安定性
、吐出性も実用レベル以上であり、優れていることが分かる。
　また、表３に示す実施例１２～１７の水系インクは、比較例１２～１４の水系インクに
比べ、低吸水性の記録媒体に印字した際に、色むら及びインクの濁りがなく、また、保存
安定性、吐出性も実用レベル以上であり、優れていることが分かる。このことから、本発
明のインクジェット記録方法は、各種の顔料を用いたインクジェット記録用水系インクを
用いて広く適用することができることが分かる。
【産業上の利用可能性】
【００８６】
　本発明のインクジェット記録方法によれば、インクの濁りがなく、低吸水性の記録媒体
に印字した際の色むらの抑制に優れ、保存安定性、吐出性にも優れるため、インクジェッ
ト記録方法として、広範囲で好適に使用することができる。
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